
平成 24年度山口県立大学後期公開授業

地域で活動する企業や行政、地域に根ざした環境活動のリーダーを招き、その実践活動や

まちづくりへの展望を聞きながら、地域の未来を共に考えていきます。

1回目 :11月 17日 (■) 2回目 :12月 1日 (■) 3回目 :平成 25年 1月 26日 (土 )

各国とも 9:00か ら12:10まで

出口県立大学 6号館 F l12教室 (1回目)、 同F204教室 (2回目および3回目)

回 日にち テ ー マ 講義概要 講  師

11/17

(上 )

廃棄物処理

～基本的な食物のリサイクルを中′卜として

ゴミの分別が当たり前となつた現在、

多<の自治体がゴミの量の削減に頭を

悩ませている。廃棄物処理の鍵となる

ゴミの減量化について語る。

浮田 正夫

(山□大学名誉教授)

2
12/1
(上 )

自転車を中心とした

まちづ<りの課題と展望

低炭素社会の構築が急がれる現在にお

いて、最も注目されるのが自転車の活

用と言われる。自転車を中心としたま

ちづ<りと乗り越えなければならない

課題について語る。

村上ひとみ

(山□大学大学院

工学研究科准教授)

3

平成25年

1/26
(土 )

企業の CSRのあり万

近年、企業の社会的責任(CSR)のあり方

が注目され、従来の利益のみを追求し

た企業経営のあり方が問い直されてい

る.出□県の特産品である蒲鉾製造で

知られるフジミツ (株)の トップが CSR

についての考えを語る.

藤田 芳史

(フジミツ株式会社

取締役生産開発本部長)

※ 部分受講も可能です。 (開催期間中は、随時受付いたします)

※ 全国出席された方には、山口県立大学公開授業受講修了証書を授与いたします。

お申し込み ◆問い合わせ :電話 。FAX、 または、はがきで、下記までお申し込みください。

山口県立大学附属地域共生センター生涯学習部門

電i括 。FAX 083‐928-3495

〒 753-8502 山口市桜畠3丁目2-1



驀立大学後期/A簸崚 業 「環 境 理 論 特 男J講義 Ⅱ」平 成 24年 度 山 口 鰐

受 講 申 込 書

山白1県立大学附属地域共生セシタ‐・生涯学習部門
‐宛

FAX送付先  083-928-3495

ふりがな

お名前

ご住所
一Ｔ

電話 O FAX番号

受講 日

(受講希望日にOをお付けください)

H月 17日 12月 1日 1月 26日




